
「利根川水系小貝川河川整備計画（原案）」に対する公聴会 

 

日 時：令和元年 12 月 1 日（日）10:20～10:40 

場 所：国道交通省関東地方整備局下館河川事務所 

発言者：公述人２ 

 

私は、１番の公述人が年齢を言いましたもので、私もちょっと年齢を言いたいと思うんですが、私は昭

和 17 年３月 20 日生まれで、77 歳になります。そして、私は をして

おります という者ですので、どうぞよろしくお願いいたします。 

河川事務所のほうへは、八つほどの私の提案というものを送らせていただきましたので、私のほうか

ら、ざっくばらんに、忌憚のない意見を述べさせていただきます。 

まず、小貝川に設置されている固定の堰、これを取るのではなくて、可動の堰にしていただきたい。そ

れが一番じゃないかと思うんです。私は、幾ら河川の方々が一生懸命堤防にかさ上げしても、固定の堰が

あっては、それなりの洪水を防ぐことはできないのではないかというような考えのもとで、そして、固定

の堰を取ることによって、可動にすることによって、その水の流れが変わっていく、そういう考えでおり

ます。 

１番目の公述人の方も言いましたように、私の改良区では、国から市、市から私どもの土地改良区のほ

うへ、私どもは６カ所の樋管を管理するよう頼まれております。私の改良区には、一番下に鶴田排水機場

という機場を持っております。小貝川では一番上にある排水機場であります。そういう機場を、私なり、

管理していただいている方にお願いしているときは、私はいつも小貝川の堤防を車ないし自転車等で見

回っておりますけれども、やはり固定の堰のところで非常に水の流れが悪くなっていると。そういうこ

とで、各樋管の依頼者にも、私は携帯電話で、今、小貝の水位と内水の水位が同時になっているようだか

ら、早く来て、それなりの樋管の上げ下げ、閉め開きをしてもらいたいと言っております。中には、１時

間も前から、もう堤防の上へ自動車で待機していて、その樋管を守っていてくださる方もおります。そう

いう方に対しましては、「ご苦労さんです」と言い、言葉をかけながら、上流、一番上は、私の改良区で

は真岡で管理している茂田堰、あそこまで私はいつも行くんですが、茂田堰におきましては、河川事務所

の方、そして真岡の出張所の皆さんには大変お世話になっております。また、今回も油圧シリンダーをと

りまして、左岸側でしている工事をやっております。そういう関係上、茂田堰には常日ごろ、私は顔を出

して、建築屋さん等に激励をしているような状態であります。 

そういうことも考えまして、私は、固定の堰を前もって可動堰にしておけば、それなりの水は下へ下へ

と流れていって、よい流れになるのではなかろうかなと、こう思いますので、まず１番に、固定の堰を可

動の堰にしていただきたい。 

それから、２番目に、洪水対策のための新たな遊水地の造成。 

この新たな遊水地というものは、私は、旭ヶ丘にあのような遊水地がありますけれども、31～32 年、

もう水が入ったことはありません。ないということは幸いなことだとは思うんですけれども、あの遊水

地内の土地を国土交通省で、国のほうで買い上げて、あの中は河川事務所のほうで、踊りが踊れるよう

に、どういう作戦でもしられるようにするべきだと私は思うんです。 

私どもも、改良区を預かっている関係上、田植えの時期には、いつも水がない水がないと悩んでおりま



す。栃木県の国で持っている君島堰の操作にも、私も水がないときにはお願いしに行っておりますけれ

ども、なかなか私どもの改良区までは流れてきません。一番上で入るのは小栗の土地改良区です。あの小

栗の土地改良区へほとんど入ってしまいます。 

そういうわけで、あの旭ヶ丘の遊水地を、遊水地の中の土地を国で管理すれば済むので、下館河川事務

所といいますか、大いにいろいろな試案といいますか、方策ができるんじゃないかと思うんですね。すな

わち、踊りが踊れる５月の水がないときには、それなりに水をためて、５月には下流へ流すというよう

な、貯水だけではなく、ため池化、そういうのも必要ではないかなと私は思っています。 

そして、この暴れ川の小貝川を守るのには、やはりあと４ないし５くらいの遊水地兼ため池等をつくっ

たらいいんじゃないかというのが私の意見でございます。 

三つ目に、小貝川の河床を下げる。 

私はいつも堤防の上を通りますけれども、いつも気になっているのは、筑西大橋の下、300m ぐらいの

ところかな、あそこから急に川がどんと流れが落ちます。あそこの河床を下げれば、すなわち下館、蕨地

内の内水の対策がかなりできるんじゃなかろうかなと私は思っております。 

また、筑西市西石田の東にかかる何橋だったか、新大橋とは書いてありますが、何とか新大橋というん

でしょうが、あの下、やはり 200～300m の河床を下げれば、かなりの流れがよくなると、こう私は感じ

ております。 

それと、４番目には、河川敷内の樹木、竹林の伐採。 

これは私が小さいときは腕ぐらいの木が、今はこんな大木になっております。そして、小貝大橋から下

妻市柳原までは、あの小貝川は直角に曲がっております。そういう関係上、竹林、それから篠ですね、篠

竹、竹林ですが、それを伐採して、大木も伐採して、それなりの流れをよくするべきだと。 

私は、先ほども旭ヶ丘の遊水地の中を国で買い上げたのがいいんですよと言いましたけれども、小貝川

も、川の岸まで個人持ちの土地があるんですよね。そういう関係上、河川ではなかなかできないんだと思

うんですが、河川敷内の土地は、それなりに国で全部買い上げるべきだと。そして、国自身が大いにいろ

いろな政策や方策をできるのではないかと、こう思っております。 

次に、５番目は、個人所有を買い上げる。 

先ほど言いましたように、河川敷内の個人の土地は、国のほうで全部買い上げていただきたい。そうす

れば、それなりに国のほうではいろいろな施策や方策ができるんじゃないかと、こう思います。 

それに、やはり小貝川は勾配が遅いですね。1000 分の１とかというぐらいな勾配で、非常になだらか

です。そういうために、この小貝川の蛇行しているところの出っ張り、それを取っていただきたいと。そ

して、川の流れをよくしていただきたい。 

次に、７番目は、河川保護のために。 

中洲ができますね、川の流れの関係上。特に筑西市徳持の下の固定の堰の下の中洲、あれはどんどん大

きくなっております。そして、堤防のほうへとうねりが向かっております。そういう関係上、それから水

戸線の下の堆積部分、あれも中洲といいますか、もう左岸のほうへ、右岸は埋まってしまいました。左岸

のほうへどんどん流れております。そういう堆積物を取っていただきたい。 

次に、八つ目に申したのは、やはり個人所有の土地があったら、なかなか芝焼きはできないんでしょう

が、国でそれなりの河川の中の土地を持てば、大いに芝焼きでも何でもやって、農家の皆さんの病虫害の

防除にも非常になるのではなかろうかと。個人持ちにありますと、なかなか火がついてしまうと、個人の



皆さんから大変嫌がられますので、河川敷内は国で買って、国で大いに踊りが踊れるような、いろいろな

政策をできるようにしていただきたいというような、八つの項目を私は河川のほうにお願いするのです。 

どうか今後ともよろしくお願いいたしまして、私からはこれで終わりといたします。ありがとうござい

ました。 




